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 令和７年度の学校だよりも最終号になりました。３年生の皆さんにとっては、中学校生活最後の３月

です。今、皆さんは新たなスタートラインに立っています。これからどう歩んでいくのか、しっかりと

感じて、考えて、想い描く３月にしてください。 

さて、勉強をしていて、「何がわからないか、

わからない！」と言うことに陥ってしまったこと

はありませんか。「「何がわからないか、わからな

い」ときの質問の仕方」という記事が昔ありまし

た。その記事には、「どんな当てずっぽうでもい

いから、まずは何かしらアプローチしてみる。そ

うすれば『それが何でダメだったのか』というと

っかかりができるから。」「そのとっかかりがある

かないかで、質問の価値、質問によって問題を解

決できる可能性というものは根本的に変わる。」

「『わからない』を解決するというのは、一種の

宝探しのようなもので、「どこに理解を妨げてい

る要因があるのかというものをどうにかして探

り当てなくてはならない。」とありました。「わか

らない」と言うことが「わかる」ことは大変素晴

らしいことです。ただ、一歩その先、試してみる、

アプローチしてみる、ことで新たな発見があるの

ではないでしょうか。 

 あと一ヶ月で皆さんは新たなスタートライン

に立ちます。特に３年生の皆さんは環境が大きく

変化します。不安になることもあるでしょう。未

来は誰にもわからないものです。唯一わかってい

ることは、自分自身が歩んできた「道」です。「今」

を創り出しているのは過去の自分自身です。「今」

というこの瞬間をどう過ごしていくかで未来が

決まってきます。「今」がたとえつらい状況であ

ったとしても、この瞬間を大切に、一生懸命に、

そして全力で過ごすことが大切なのです。しっか

りと前を向き、視線を上げて、歩み出してくださ

い。 

最後に、３年生の皆さんの入学式の時にお話し

した論語の中の言葉を紹介します。 

 「これを知る者は、これを好む者に如かず。こ

れを好む者は、これを楽しむ者に如かず。」 

 「あることを知っている人は、知識はあるけれ

ど、そのことを好きな人にはかなわない。あるこ

とを好きな人は、そのことを楽しんで取り組んで

いる人にはかなわない。」という意味です。新し

いことを「知る」ことは大切なことです。しかし、

時には「がまん」して頑張らなければならないこ

ともあります。その頑張った先に「好き」がある

のではないでしょうか。そして「好き」をたくさ

ん積み上げた先に「楽しむ」があると思います。 

 

日 曜 学校行事など 

1 日   

2 月 全校朝礼 ⑤⑥修学旅行事前指導（２） 

都立一次発表（３年②～⑥カット） 

 

3 火 専門委員会 Ｐセブン ★ 

4 水 職員会議 Ｐセブン ★ 

5 木 中央委員会  

6 金   

7 土   

8 日   

9 月 生徒会朝礼 ②小中合同避難訓練 

３年特別時間割始 

 

10 火 特別時程 都立二次 Ｐセブン ★ 

11 水 卒業遠足（３）  

12 木   

13 金 ②１・２年卒業式練習 

③④卒業式予行 避難訓練 

都立二次発表  ①②④⑥カット 

★ 

14 土   

15 日   

16 月 球技大会（３）①～④  

17 火 特別時程 ⑤⑥三送会 ③⑤カット  

18 水 卒業式準備 ④カット（部活動原則なし）  

19 木 卒業式  

20 金 春分の日  

21 土   

22 日   

23 月 １・２年保護者会 ④⑥カット  

24 火 大掃除 ①④カット ★ 

25 水 修了式・離任式 ★ 

26

～ 

4/5 

木 

 

日 

 

春季休業日 

 

4/6 月 始業式  

7 火 入学式  

★:再登校 



社会科見学 １年 ２月６日（金）、２年 ２月１３日（金） 

２月は１年、２年の社会科見学が行われました。学年ごとに目的は異なり、 
１年 （１）鎌倉の歴史や文化に関する多様な学習を通して、教養を身に付ける。  

（２）１学期の地域巡りを発展させ、自分たちで決めた計画やルールを実行する力を 養

い、今後の学習につながる規範意識やマナーを身に付ける。 

（３）事前の調べ学習をもとに見学、観察を行い、必要な情報を収集、活用する力を身

に付ける。 

   （４）学級、学年という集団での協働的な学習をとおして、多様な情報を適切に活 

用、共有することで探究的な学習の質を深める。 

２年 （１）班ごとに立てた計画に基づいて行動することで、計画性や協調性を養い、主体 

的に学ぶ姿勢を身に付ける。 

（２）教科書や身近な資料で学んだ場所を実際に訪れることで、「百聞は一見に如かず」の

体験をとおして理解を深め、東京の歴史や文化を再確認する。 

 それぞれの学年で、事前学習、事後学習に積極的に取り組んでいました。班員と共に一日過ご

すことも実際に見学、体験することも、新鮮であり自主性、判断力など鍛えた機会になったと思

います。そして仲間の絆も深まったのではないでしょうか。今の学級での生活も残りわずかです。

一日一日を大切に、学習面、生活面でもやり残したことがないように過ごしてください。  

 

第７９回 卒業式 ３月１９日（木） 
いよいよ旅立ちの時が近づいてまいりました。第 79 回卒業式を３月 19 日（水）に挙行いたし

ます。詳細は以下のとおりです。 

１．日時 令和８年３月 19日（木）  午前 ９：３０～１１：４０（予定） 

２．ねらい 

   (1) 全校を挙げて、卒業を祝い、励まし合い、喜び合う。 

   (2) 卒業生には、最後の締めくくりとして、３年間の成果を発揮させ、同時に新しい門出の

自覚をもたせる。 

  (3) 在校生には、本校の伝統を引き継ぐ次年度の上級生としての自覚をもたせる。 

３．在校生 ２年のみ参加（１年は予行練習に参加） 

 
最後の給食は・・・ 
 ３月は「３年生リクエストメニュー」を中心に、栄養バランスを考えて献立しました。カレー

ライス、揚げパン、スパゲティなど、人気メニューが目白押しです。職員室の前に「給食の写真」

を掲示してありますので、お立ち寄りの際はぜひ御覧ください。 

次の一歩へ・・・ 
 保護者の皆様、地域の皆様には本年度も温かい御支援、御協力いただき、誠にありがとうござ

いました。子どもたちの成長を見守っていただけたことは、学校にとって大きな励みになりまし

た。ありがとうございました。次年度も教職員一同、教育活動のさらなる充実を目指し、邁進し

てまいります。今後も変わらぬ御理解、御協力のほど、よろしくお願いいたします。 


